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合川体育館で開催された第59回全日本

フェンシング選手権大会（12/22-25）の会場で

ひ
ろ
こ
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フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
合
川
出
身
の
成
田
絢
子
さ
ん
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

こ
の
競
技
に
親
し
み
、
高
校
、
大
学
で
も
活
躍
。
卒
業
後
は
世
界
選
手
権
な
ど
の
大
き
な
大
会
で

好
成
績
を
収
め
て
き
ま
し
た
。
カ
タ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
大
会
で
は
女
子
エ
ペ
団
体
で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ
の
夢
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。︵
３
頁
に
関
連
記
事
︶。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
め
ざ
し
て

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
・
成
田
絢
子
さ
ん
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
民
並
び
に
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
平
成
19
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年
は
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
合
併
効
果
が
実
感

で
き
る
施
策
、
市
民
の
皆
様
が
一
体
感
を
深
め
ら
れ
る
施
策
を
念
頭
に
、
様
々
な
政
策
課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
北
秋
田
市
民
病
院(

仮
称)

の
第
二
次
造
成
工
事
及
び
本
体
工
事
の
着
手
を

は
じ
め
、
観
光
振
興
策
と
し
て
、
マ
タ
ギ
や
森
吉
山
、
大
太
鼓
な
ど
の
特
長
あ
る
資
源
の
活
用
と
、
あ

き
た
北
空
港
や
秋
田
内
陸
線
と
の
連
携
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
企
業
や
大
型
商
業
施
設

等
の
誘
致
活
動
を
強
め
な
が
ら
地
元
商
工
業
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
国
の
新
農
業
政
策

に
対
応
す
る
集
落
営
農
組
織
結
成
等
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
支
援
な
ど
、
市
の
中
核
と
な
る
産
業

の
育
成
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
年
は
待
望
の
秋
田
わ
か
杉
国
体
が
開
催
さ
れ
る
年
と
と
も
に
、
第
59
回
全
国
植
樹
祭
開
催

の
前
年
に
も
あ
た
り
ま
す
の
で
、
２
年
連
続
と
な
る
全
国
規
模
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
成
功
に
向
け
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
お
わ
り
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
ご
参
画
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
と
な
り
、
そ
し
て
健
康
で
幸

せ
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

北
秋
田
市
長
　
　
　

岸
　
部
　
　
陞

謹
賀
新
年

　
　
平
成
十
九
年
　
元
旦

　
カ
タ
ー
ル
の
首
都
ド
ー
ハ
で
開
か
れ
た

第
15
回
ア
ジ
ア
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
・

エ
ペ
団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
本
市
・

合
川
出
身
の
成
田
絢
子
さ
ん
＝
東
京
都
、

25
歳
＝
が
20
日
、
父
で
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

協
会
会
長
で
も
あ
る
政
志
さ
ん
（
合
川
高

校
教
頭
）
と
と
も
に
、
報
告
の
た
め
岸
部

市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
ア
ジ
ア
大
会
は
12
月
１
日
か
ら
15
日
ま

で
の
日
程
で
行
わ
れ
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
エ

ペ
団
体
は
第
13
日
目
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
成
田
さ
ん
は
、
池
端
志
津
香
（
28
、
京

都
・
平
安
高
校
教
員
）、
武
山
佳
恵
（
23
、

ワ
セ
ダ
ク
ラ
ブ
）
の
両
選
手
と
と
も
に
団

体
戦
に
臨
み
、
準
決
勝
で
強
豪
韓
国
に
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
見
事
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
（
優
勝
は
中
国
）
、
ま
た
、
個
人

戦
で
も
10
位
と
い
う
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。  

　
成
田
さ
ん
の
実
家
は
李
岱
。
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
の
選
手
・
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
る

父
・
政
志
さ
ん
の
指
導
で
合
川
西
小
３
年

生
の
頃
か
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
親
し
み
、

小
・
中
時
代
、
各
種
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で
入

賞
し
ま
し
た
。 

　
合
川
中
で
は
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
ま
し

た
が
、
同
競
技
の
強
豪
校
の
一
つ
と
し
て

知
ら
れ
る
秋
田
市
の
聖
霊
短
大
付
属
高
校

に
進
学
後
は
、「
合
川
の
実
家
に
帰
れ
る

の
は
月
に
一
回
程
度
で
し
た
」
と
い
う
ほ

ど
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
打
ち
込
み
ま
す
。 

　
成
績
も
、
全
県
高
校
総
体
女
子
エ
ペ
個

人
連
覇
（
２
・
３
年
）
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
も
２
年
時
に
ベ
ス
ト
16
、
３
年
時
に
は

４
位
な
ど
と
活
躍
、
同
競
技
の
名
門
・
立

命
館
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。 

　
大
学
時
代
も
、「
一
番
の
思
い
出
」
と

話
す
大
学
４
年
時
の
平
成
14
年
全
日
本
学

生
選
手
権
女
子
エ
ペ
団
体
の
優
勝
を
は
じ

め
、
多
く
の
大
会
で
上
位
の
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
年
に
は
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
で
開
催
さ
れ
た
世
界
選
手
権
に
初

参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
大
学
卒
業
後
、（
社
）
日
本
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
協
会
の
事
務
局
職
員
と
し
て
勤
務
し

な
が
ら
平
成
16
・
17
年
の
全
日
本
選
手
権

で
は
準
優
勝
、
ま
た
、
平
成
15
年
以
来
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
に
毎
年
参
戦
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｈ
17
）
で
は
８
位
、

今
年
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
で
開
催
さ
れ
た

世
界
選
手
権
で
は
、
団
体
で
過
去
最
高
の

８
位
入
賞
の
原
動
力
と
な
り
、
世
界
で
も

頭
角
を
現
し
て
い
ま
す
。 

　
成
田
さ
ん
は
、
銅
メ
ダ
ル
を
披
露
し
な

が
ら
、「
前
回
の
ア
ジ
ア
大
会
に
は
出
場

で
き
ず
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
初

参
加
の
ド
ー
ハ
・
ア
ジ
ア
大
会
で
国
際
大

会
と
し
て
も
初
め
て
の
メ
ダ
ル
。
と
て
も

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
報
告
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
岸
部
市
長
は
、
「
た
い
へ
ん
な
名

誉
。
北
秋
田
市
は
各
分
野
で
多
く
の
優
れ

た
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
が
、
成
田
さ
ん

も
そ
の
一
人
。
後
に
続
く
人
材
が
出
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
活
躍
を
称

え
ま
し
た
。 

　
日
本
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
成
田
さ
ん
。
２
０
０
８
年
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
も
夢
で
は
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
市
出
身
の
女
性
と
し
て
は

初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
誕
生
の
た
め
に

市
民
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
が
ん

ば
れ
成
田
！ 

一
歩
づ
つ
近
づ
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
夢

▲岸部市長にアジア大会でのメダル獲得 

を報告する成田さん（20日、市役所で） 

▲メダルを手に、団体戦のメンバーと。
左から池端志津香選手、成田さん、
武山佳恵選手（13日、ドーハでの表
彰式で） 

　
お
父
さ
ん
か
ら
指
導

を
受
け
、
ス
ポ
少
で

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を

始
め
た
頃
（
合
川

西
小
３
年
時
） 

▲  

<

略
　
歴>

　

昭
和
56
年
１
月
生
ま
れ
。
合
川
李
岱
出
身
。

合
川
西
小
、
合
川
中
、
聖
霊
短
大
付
属
高
校

を
経
て
立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
。
現
在
、（
社)

日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
事
務
局
勤
務
。
小

学
校
時
代
か
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
親
し
み
、

現
在
は
世
界
の
舞
台
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ド
ー
ハ
・
ア
ジ
ア
大
会
で
の
銅
メ
ダ
ル
獲
得
を
報
告
〜
成
田
絢
子
さ
ん

ひ
ろ
こ
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岸
部
市
長
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
ご

出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
会
ま
で
あ
と
８

カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
山
岳
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
の
４
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

各
実
行
委
員
会
で
も
会
場
決
定
後
、
役

員
体
制
を
は
じ
め
各
種
の
準
備
を
進
め

て
来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
会
成

功
へ
の
鍵
は
、
全
市
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
わ
か
杉
国
体
に
つ
い
て
さ
ら
に

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
状
況
や
競
技
の
見
ど
こ
ろ
な

ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
細
田
さ
ん
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

細
田
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
鷹
巣
体
育

館
を
会
場
と
し
て
成
年
女
子
９
人
制
が

行
わ
れ
ま
す
。
大
会
で
は
、
選
手
・
監

督
１
３
０
人
と
、
チ
ー
ム
関
係
者
約
１

０
０
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
種
目
は
こ
の
ほ
か
、

大
館
市
が
成
年
男
女
６
人
制
と
成
年
男

子
９
人
制
、
横
手
市
が
少
年
男
女
の
会

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
３
市
分
散
開
催

と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
元
協
会
に
か
か

る
責
任
も
大
き
く
な
り
ま
す
。 

　
本
市
で
は
、
旧
鷹
巣
町
が
昭
和
36
年

の
秋
田
国
体
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の

会
場
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
や
日
本
リ
ー
グ
、
実
業
団
リ
ー

グ
な
ど
全
国
規
模
の
大
会
を
開
催
し
て

き
た
実
績
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国

体
は
大
会
規
模
も
雰
囲
気
も
こ
れ
ま
で

の
大
会
と
は
異
な
り
ま
す
。
実
行
委
員

会
で
も
実
績
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

成
田
　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
す
が
、
会
場

は
合
川
体
育
館
。
民
泊
な
ど
も
合
川
地

域
で
受
け
入
れ
ま
す
。
競
技
人
口
が
少

な
く
、
認
知
度
は
ま
だ
低
い
の
で
す
が
、

合
川
高
校
の
生
徒
・
出
身
者
も
活
躍
し

て
お
り
秋
田
県
で
は
期
待
さ
れ
て
い
る

種
目
の
一
つ
で
す
。 

　
大
会
に
は
、
選
手
・
監
督
を
合
わ
せ

約
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
す
。
参
加
者
の

宿
泊
は
民
泊
方
式
。
当
初
、
受
け
入
れ

先
を
確
保
で
き
る
か
が
心
配
で
し
た
。

し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
も
あ
り
、
現
時
点
で
90
％
確
保

で
き
て
い
ま
す
。 

　
合
川
で
は
、
東
北
大
会
を
開
催
し
た
際
、

民
泊
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
引
き
受
け
て
く

だ
さ
っ
た
家
庭
も
あ
り
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。
私
も
選
手
や
役
員
と
し
て
（
他

県
開
催
の
大
会
で
）
民
泊
を
経
験
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
方
、
家

族
の
方
と
は
と
て
も
よ
い
交
流
に
な
り

ま
す
。
大
会
運
営
、
競
技
、
両
面
で
が

ん
ば
っ
て
成
功
さ
せ
た
い
で
す
ね
。 

市
長
　
山
岳
競
技
は
、縦
走
競
技
の
コ
ー

ス
な
ど
い
ろ
ん
な
面
で
範
囲
が
広
く
、

ご
苦
労
も
多
い
よ
う
で
す
ね
。 

赤
石
　
登
山
競
技
は
、
山
で
行
わ
れ
る

種
目
「
縦
走
」
と
、
里
の
種
目
「
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
」
の
二
つ
の
種
目
が
行
わ
れ

ま
す
。
会
場
が
分
か
れ
て
い
る
た
め
運

営
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
な
ど
も
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
国
体
で
は
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
た
自
衛
隊
へ
の
協
力
要

新
春
座
談
会 

岸
部
市
長 

細
田
敏
明
さ
ん 戸

嶋
悦
男
さ
ん 

成
田
政
志
さ
ん 

赤
石
光
悦
さ
ん 

織
山
盛
二
さ
ん 

北
秋
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
顧
問

森

吉

山

岳

会

副

会

長

秋
田
県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
理
事
長

北
秋
田
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
会
長

北

秋

田

市

観

光

協

会

会

長

出 席者

　
今
年
は
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
第

62
回
国
民
体
育
大
会
﹁
秋
田
わ
か
杉

国
体
︵
冬
季
大
会
・
本
大
会
︶
﹂
と
第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
﹁
秋

田
わ
か
杉
大
会
﹂
が
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
わ
か
杉
国
体
の
本
大
会
は
９
月

29
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
の
11

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
北
秋
田
市
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
、
山
岳
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
４
競
技
の
会
場
と
な
っ
て
お
り
、
期
間
中
、
選

手
・
役
員
だ
け
で
も
全
国
か
ら
約
１
５
０
０
人
が
本
市
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。

　
大
会
ま
で
あ
と
８
カ
月
。
各
競
技
や
観
光
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
北
秋
田
市
ら
し
い
魅
力
と
感
動
に
あ
ふ
れ
る
大
会
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
や
、
課
題
、
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

　国体はわが国最大のスポーツの祭典。各

都道府県持ち回り方式で毎年開催されます。

　昭和36年の第16回大会は、「明るい国体」

を合言葉として本県を中心に開催されまし

た。10月に行われた秋季大会は、46都道

府県並びに沖縄県から14,547人の選手・

役員が参加し、県内８市１１町２村５８会

場を舞台に２８競技が実施されました。

　本県は大会で天皇杯２位、皇后杯４位の

好成績を収め、後の「スポーツ秋田」の礎

を築きました。

　また、７，０００名あまりにのぼる民泊や、

輸送事情等の困難な問題を抱えながらもト

ラブルもなく、温かい県民性を発揮した手

厚いもてなしは、「民泊国体」「まごころ国

体」として参加者の絶賛を浴びた大会とな

りました。

　本市では、旧鷹巣町がバレーボール（高

校男女、教員団）の会場として全国から

56チーム、780人の選手団を迎えました。

　大会３日目には昭和天皇・皇后両陛下が

現在の鷹巣陸上競技場付近に設けられたバ

レーボール会場を視察し、町民あげて歓迎

したことも懐かしい思い出となっています。
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AKITA 
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KOKUTAI

」
の
成
功
に
向
け
て 

細

田

敏
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さ
ん

赤

石

光

悦

さ
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戸

嶋
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男

さ
ん

成

田

政

志

さ
ん

織

山
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二

さ
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北
秋
田
市
長
　
岸

部

　

陞

︻
司
会
︼
︰
︰
︰
︰
︰
︰
︰

大
会
成
功
へ
の
鍵
は
全
市

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

ほ

そ

だ

と

し

あ

き

あ
か
い
し

こ

う

え

つ

な

り

た

き

し

べ

す
す
む

と

し

ま

え

つ

お

ま

さ

し

お
り
や
ま

せ

い
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山岳（クライミング） 

森吉山特設コース 

山岳（縦走） 
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請
を
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
さ

ら
に
１
０
０
人
程
度
の
ス
タ
ッ
フ
が
必

要
で
す
。 

　
縦
走
競
技
は
、
「
山
岳
」
の
こ
と
ば

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
登
山
靴
を

履
い
て
の
競
技
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
重

り
を
背
負
っ
て
山
を
走
る
マ
ラ
ソ
ン
」

と
思
っ
て
い
た
だ
い
た
方
が
早
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
コ
ー
ス
と

な
る
登
山
道
は
す
べ
て
、
石
な
ど
の
で

こ
ぼ
こ
を
整
地
し
、
自
然
に
や
さ
し
い

ヤ
シ
の
繊
維
で
で
き
た
特
殊
な
マ
ッ
ト

を
敷
い
て
整
備
し
ま
す
。 

    

赤
石
　
ま
た
、
兵
庫
国
体
の
コ
ー
ス
は

山
頂
部
ま
で
車
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、

森
吉
山
の
コ
ー
ス
に
は
車
道
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
ゴ
ー
ル
会
場
と
の
行

き
来
に
車
が
使
え
な
い
た
め
機
器
の
運

搬
や
選
手
の
輸
送
も
課
題
で
す
。
選
手

に
は
ゴ
ー
ル
後
、
重
り
の
入
っ
た
荷
物

を
背
負
っ
た
ま
ま
歩
い
て
降
り
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
寒
さ
対
策
な

ど
も
必
要
で
す
。 

　
一
方
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
は
、
森

吉
支
所
裏
の
運
動
公
園
に
「
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ボ
ー
ド
」
と
い
う
高
さ
15
ｍ
と
見

上
げ
る
よ
う
な
人
工
の
登
は
ん
壁
を
設

置
し
て
行
な
い
ま
す
。
完
成
す
る
の
は

今
年
５
月
頃
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
よ
り
こ
の
競
技
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。 

市
長
　
縦
走
競
技
に
つ
い
て
は
、
車
が

入
れ
な
い
と
な
る
と
救
護
体
制
も
た
い

へ
ん
で
す
ね
。 

赤
石
　
救
護
車
と
し
て
４
輪
駆
動
車
を

入
れ
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

縦
走
競
技
は
、
ゴ
ー
ル
付
近
に
観
客
は

入
れ
ず
、
ス
タ
ー
ト
地
点
し
か
見
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
ゴ
ー
ル
付
近
も
映
像

で
流
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、

会
場
は
通
信
環
境
の
悪
い
山
の
中
。
技

術
的
な
こ
と
も
含
め
、
ど
う
す
る
か
を

検
討
中
で
す
。 

    

戸
嶋
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
平
成
17
年

に
完
成
し
た
阿
仁
吉
田
の
特
設
競
技
場

で
行
わ
れ
ま
す
。
会
場
の
広
さ
は
約
２

万
㎡
。
駐
車
場
の
収
容
台
数
は
６
０
０
台
、

観
覧
席
も
６
０
０
人
収
容
と
、
国
体
会

場
と
し
て
十
分
な
規
模
で
す
。 

　
今
年
６
月
に
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

と
し
て
「
第
39
回
全
日
本
社
会
人
タ
ー
ゲ
ッ

ト
選
手
権
大
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
約
１
０
０
名
の
選
手
が
参
加

し
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
阿
仁
地
区
を
は

じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
も
支
え

ら
れ
、
概
ね
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
緊
張
感
と
集
中

力
が
必
要
な
ス
ポ
ー
ツ
。
国
体
で
は
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
（
標
的
）
と
い
う
種
目
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
こ
の
種
目
は
、
70
ｍ
先
に

あ
る
直
径
１
２
２
㎝
の
的
に
向
か
っ
て

矢
を
射
る
も
の
で
、
試
合
中
は
選
手
の

精
神
状
態
を
乱
さ
な
い
環
境
が
必
要
で

す
が
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
通
じ
て
反

省
点
も
わ
か
り
ま
し
た
。
国
体
本
番
ま

で
に
は
こ
れ
ら
の
点
を
解
消
し
選
手
の

皆
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
会
場

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
競
技
場
は
、
矢
を
遠
く
に
飛
ば
す
こ

と
か
ら
十
分
な
広
さ
と
危
険
を
防
止
で

き
る
環
境
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

県
内
で
は
競
技
場
が
限
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
は
雄
和
の
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
に
あ
る

だ
け
で
し
た
が
、
最
近
で
は
施
設
面
か
ら
、

県
内
の
大
会
も
吉
田
会
場
で
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
県
選
手
の
成
績
で
す
が
、
昨
年
は
ミ

ニ
国
体
（
東
北
大
会
）
で
国
体
初
優
勝

を
果
た
す
な
ど
、
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て

い
ま
す
。 

　
観
戦
に
つ
い
て
で
す
が
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
は
矢
を
射
る
選
手
の
後
ろ
か
ら
し

か
観
戦
で
き
な
い
た
め
、
矢
が
的
に
あ
た
っ

た
か
ど
う
か
が
わ
か
ら
な
い
の
も
人
気

に
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

数
年
前
か
ら
各
地
の
大
会
を
視
察
し
て

い
ま
す
が
、
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
（
大

き
な
テ
レ
ビ
画
面
の
装
置
）
を
導
入
し
、

的
を
大
き
く
映
し
出
し
て
観
客
を
喜
ば

せ
て
い
る
大
会
も
あ
り
ま
し
た
。 

           

市
長
　
ほ
か
の
会
場
で
問
題
点
は
あ
り

ま
す
か
。 

成
田
　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は
特
に
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。
合
川
体
育
館
は
床
面
積

を
広
げ
ま
し
た
し
、
観
覧
席
も
６
０
０

席
あ
り
、
一
つ
の
会
場
で
開
催
で
き
ま

す
の
で
大
丈
夫
で
す
。 

細
田
　
バ
レ
ー
の
鷹
巣
体
育
館
も
、
２

０
０
０
人
の
観
客
に
対
応
で
き
る
の
で

支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

赤
石
　
縦
走
競
技
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
会
場
は
森
吉
支
所
の
裏
手
に
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
。
会
場
と
し
て
は
十

分
な
広
さ
も
あ
り
ま
す
。
競
技
は
、
軽

快
な
音
楽
を
背
景
に
Ｄ
Ｊ
に
よ
る
紹
介

で
選
手
が
登
場
す
る
独
特
の
雰
囲
気
の

中
で
行
わ
れ
ま
す
。 

　
高
さ
15
ｍ
の
逆
勾
配
の
ボ
ー
ド
を
素

手
で
登
る
迫
力
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
屋
外
の
た
め
、
見
る
人
た
ち
の

こ
と
を
考
え
て
雨
天
に
も
配
慮
し
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

市
長
　
国
体
に
は
、
本
市
を
は
じ
め
有

望
な
選
手
も
多
数
出
場
す
る
よ
う
で
す
ね
。

期
待
さ
れ
る
選
手
・
チ
ー
ム
や
競
技
の

特
徴
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。 

    

細
田
　
鷹
巣
体
育
館
で
の
成
年
女
子
９

人
制
に
は
、
に
か
ほ
市
の
Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
出

場
し
ま
す
。
秋
田
県
代
表
チ
ー
ム
に
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ぜ
ひ
熱
い
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
成
年
男
子
９
人
制
に
は
、
県

の
強
化
指
定
チ
ー
ム
に
も
な
っ
て
い
る

鷹
巣
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま
す
。
同
ク
ラ

ブ
は
、
昭
和
36
年
の
秋
田
国
体
が
き
っ

か
け
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
の
チ
ー

ム
は
、
主
体
と
な
っ
て
い
る
地
元
出
身

選
手
に
県
外
出
身
選
手
が
加
わ
り
、
ム
ー

ド
も
和
気
あ
い
あ
い
、
優
勝
め
ざ
し
て

一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

         

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
盛
ん
な
土
地
柄
で

も
あ
り
、
チ
ー
ム
の
活
躍
が
バ
レ
ー
の

振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
種
目

の
会
場
は
大
館
市
の
田
代
で
す
が
、
北

秋
田
市
か
ら
も
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
応
援
に
き
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

赤
石 

お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、
山
岳
競

技
の
う
ち
縦
走
は
全
国
的
に
陸
上
競
技

の
長
距
離
選
手
が
主
体
で
す
。
本
市
で

も
鷹
巣
高
校
が
強
化
指
定
校
と
な
っ
て

い
ま
す
。
兵
庫
国
体
で
は
、
白
渡
真
由

子
選
手
（
３
年
）
が
９
位
、
熊
谷
彩
選
手

(

２
年
）
が
10
位
、
総
合
で
５
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
成
年
男
子
で
も
本
市
か
ら
入
賞

選
手
が
出
て
い
ま
す
。
秋
田
県
は
男
女

総
合
で
も
３
位
と
、
縦
走
は
得
意
な
の

で
す
が
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
苦
手
。
こ

れ
は
、
練
習
で
き
る
施
設
が
少
な
い
た

め
競
技
人
口
が
少
な
い
こ
と
が
要
因
で

す
が
、
秋
田
市
・
八
橋
の
県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
と
、
本
市
の
沢
口
公
民
館
に
設
置

さ
れ
て
い
る
施
設
な
ど
で
練
習
を
重
ね
、

上
位
を
狙
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
各
県
と
も
３
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り

縦
走
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
２
人
、
う
ち
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細田敏明さん（70）

　市バレーボール協会顧問。

昭和45年から62年まで旧

鷹巣町バレーボール協会会

長を務められ、大館・北秋

田バレーボール連盟の設立

などにも尽力されました。

　バレーボールを始めたの

は昭和の合併前の鷹巣中学

校時代。昭和28年、大館鳳

鳴高校２年時には、徳島国

体で優勝、大学（日大）で

も関東六大学新人戦で準優

勝するなど活躍されました。

成田政志さん（60）

　北秋田市フェンシング協

会会長。県の協会では副会

長を務められています。合

川高校勤務（教頭）。昭和

37年に競技開始後、高校・

大学・一般（成年）の選手・

監督を務められ、平成14年

には国体30回出場を果たさ

れました。選手として全国

大会優勝１回など。監督と

しては団体だけでもインタ

ーハイや国体など12回の優

勝を数えるなど、名指導者

として知られています。

赤石光悦さん（58）

　森吉山岳会副会長。山と

自然を愛し、地元森吉山を

中心とした登山歴も長い。

山岳会の会員歴も35年ほど。

昭和50年9月には、第1回

東北総体山岳競技が、また

平成17年には32回目の同大

会が森吉山で開かれ、運営

に尽力されました。現在は、

国体本番に向けて大会役員

の取りまとめなどに奔走す

る毎日です。北秋田市森吉

支所企画総務課長。

戸嶋悦男さん（60）
　秋田県アーチェリー協会

理事長。アーチェリーの経

験はないものの、旧阿仁町

が国体アーチェリー会場に

決定後設立された、阿仁ア

ーチェリー協会の会長とし

て同競技の普及などに尽く

され、平成 16 年 6 月から

同職に就かれています。

　また今年４月からは、市

体育協会理事、陸上競技協

会の副会長も歴任されてい

ます。現在、特別養護老人

ホーム山水荘施設長。

５
月
に
は
完
成
す
る
﹁
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ボ
ー
ド
﹂
︵
山
岳
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技)

全
県
で
も
有
数
の
施
設
　
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
阿
仁
吉
田
特
設
競
技
場

強
化
指
定
チ
ー
ム
﹁
鷹
巣
ク

ラ
ブ
﹂︵
成
年
男
子
９
人
制)

本
市
か
ら
出
場
す
る
鷹
巣
ク
ラ
ブ

︵
成
年
男
子
９
人
制
︰
会
場
／
大
館
市
︶

昨年開催されたミニ国体で

▼

▲阿仁吉田特設競技場で行われる 
　アーチェリー 
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１
人
が
両
方
に
出
場
し
ま
す
。
大
会
に

は
全
国
か
ら
選
手
・
監
督
合
わ
せ
総
勢

３
７
０
人
が
訪
れ
る
予
定
で
す
。 

 

宿
は
す
べ
て
阿
仁
・
森
吉
地
区
の
宿
泊

施
設
に
受
け
入
れ
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
数
は
成
年
男
子
（
フ
リ
ー
）
が

47
、
少
年
男
子
が
16
、
少
年
女
子
、
成

年
女
子
が
そ
れ
ぞ
れ
15
チ
ー
ム
に
選
抜

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
一
日
６
０

０
人
程
度
の
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

な
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

戸
嶋
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
も
競
技
人
口
が

少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
成
年
で
は
残
念

な
が
ら
地
元
選
手
は
い
ま
せ
ん
。
少
年

男
女
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
大
館
鳳
鳴
高
校
や
、
秋
田
南
、
横
手

城
南
高
校
な
ど
、
中
央
・
県
南
勢
が
中

心
で
す
。
鳳
鳴
に
は
有
望
な
選
手
が
い

ま
す
。
選
手
・
監
督
合
わ
せ
、
全
国
か

ら
３
３
２
人
が
参
加
の
予
定
で
す
。 

    

成
田
　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
は
、「
フ
ル
ー

レ
」
「
エ
ペ
」
「
サ
ー
ブ
ル
」
と
い
う

３
種
目
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
田
国
体
で
は
、

成
年
男
子
は
３
種
目
の
団
体
戦
、
成
年

女
子
・
少
年
男
女
は
い
ず
れ
も
フ
ル
ー

レ
の
み
の
団
体
戦
の
み
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、
合
川
高
校
が
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
強
化
の
拠
点
校
に
な
っ
て
お
り
、

男
女
合
わ
せ
て
３
名
が
強
化
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
出
場
選
手
の
決

定
は
こ
れ
か
ら
で
、
指
定
選
手
以
外
で

も
選
ば
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。 

　
成
年
男
子
は
ほ
と
ん
ど
が
同
高
の
卒

業
生
で
す
。
平
成
17
年
の
岡
山
国
体
で

は
合
川
高
校
の
選
手
を
主
力
に
男
女
総

合
優
勝
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
わ
か
杉

国
体
で
も
本
市
出
身
の
選
手
が
一
人
で

も
多
く
出
場
し
、
天
皇
杯
の
得
点
に
貢

献
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
　

全
国
か
ら
１
０
１
チ
ー
ム
、
選
手
・
役

員
総
勢
で
約
５
０
０
人
（
う
ち
選
手
約

４
０
０
人
、
役
員
１
０
０
人
）
が
参
加

し
ま
す
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
も
役
員
が

足
り
な
い
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

市
長
　
各
種
目
と
も
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

に
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
市

で
も
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
の
呼
び
か
け
な
ど

を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、 

本
市
を
訪
れ
る
選
手
ら
の
宿
泊
や
お
も

て
な
し
な
ど
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
に

つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。 

細
田
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
場
合
は
チ
ー

ム
数
が
少
な
い
の
で
鷹
巣
地
区
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
で
対
応
で
き
ま
す
。 

　
会
場
で
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
は
、
特
産

品
の
提
供
や
、
応
援
団
の
組
織
化
を
図

り
な
が
ら
万
全
を
期
す
予
定
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、

自
治
会
な
ど
各
団
体
や
、
小
中
学
校
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
後
日
、
あ
ら
た

め
て
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

赤
石
　
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も
、
食
材

な
ど
も
ぜ
ひ
地
元
の
山
で
取
れ
た
も
の

を
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
縦
走
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
両
会
場
で
も
き
り
た
ん
ぽ

な
ど
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
場
と
宿
泊
地
の
距
離
が
離
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
選
手
ら
の
輸
送
態

勢
に
つ
い
て
も
今
か
ら
計
画
を
練
っ
て

い
ま
す
。 

戸
嶋
　
民
泊
で
の
受
け
入
れ
は
１
１
０
人
。

公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

集
落
会
館
な
ど
で
食
事
を
提
供
し
、
宿

泊
は
家
庭
、
と
い
う
共
同
民
泊
が
主
体

で
す
。 

　
民
泊
の
良
さ
は
受
け
入
れ
家
庭
と
の

交
流
で
す
。
泊
め
た
チ
ー
ム
の
選
手
を

応
援
し
た
い
と
思
う
の
は
人
情
。
し
か
し
、

試
合
の
と
き
は
準
備
で
会
場
に
行
け
な
い
、

そ
ん
な
悩
み
も
調
整
し
な
が
ら
解
決
し

て
い
け
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。 

成
田
　
先
ほ
ど
お
話
し
た
よ
う
に
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
で
の
選
手
受
け
入
れ
は
す
べ

て
民
泊
で
す
。
今
は
家
族
の
数
も
少
な
く
、

全
部
面
倒
み
る
の
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、

全
国
か
ら
の
選
手
と
触
れ
合
う
機
会
が

で
き
る
こ
と
で
、
家
庭
に
も
地
域
に
と
っ

て
も
た
い
へ
ん
良
い
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
受
け
入
れ
家
庭
も
泊
め

た
選
手
や
チ
ー
ム
を
応
援
し
た
く
な
る

よ
う
で
す
。 

　
た
だ
、
入
浴
な
ど
の
心
配
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
合

川
地
区
に
は
温
泉
も
あ
る
た
め
、
受
け

入
れ
集
落
に
よ
っ
て
は
、
温
泉
へ
の
輸

送
班
が
決
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
住
民
の
方
々
の
工

夫
や
努
力
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

市
長
　
民
泊
家
庭
で
の
風
呂
や
洗
濯
は

皆
さ
ん
心
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。 

市
と
し
て
も
国
体
推
進
室
や
関
係
機
関

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
支

障
の
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
観
光
・
物
産
面
で
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

は
じ
め
に
観
光
協
会
の
織
山
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。 

    

織
山
　
現
在
考
え
て
い
る
の
は
、
ま
ず

市
の
北
の
玄
関
口
と
し
て
大
太
鼓
の
館

周
辺
に
Ｐ
Ｒ
看
板
を
設
置
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
鷹
ノ
巣
駅
周
辺
と
阿
仁
前
田
に

は
仮
設
の
観
光
案
内
所
も
設
置
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
会
場
内
の
受
付
な
ど
で
宿
泊
、

観
光
案
内
が
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
設

け
ら
れ
な
い
か
検
討
中
で
す
。 

　
ま
た
４
月
頃
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
宿
泊
の
空
き
状
況
を
確
認
で
き
る
よ

う
な
事
業
も
始
め
る
予
定
で
す
。
た
だ
、

全
部
を
実
行
す
る
と
な
る
と
相
当
の
経
費
、

マ
ン
パ
ワ
ー
も
必
要
。
し
か
し
、
こ
こ

で
将
来
に
つ
な
が
る
観
光
の
土
台
を
作
っ

て
し
ま
い
た
い
。
観
光
協
会
だ
け
で
は

で
き
な
い
の
で
市
の
協
力
を
得
ら
れ
な

い
か
、
ぜ
ひ
ご
検
討
願
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
お
土
産
品
に
つ
い
て
は
、
市
の
推
奨

認
定
を
受
け
た
特
産
品
だ
け
で
も
60
種

類
以
上
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
会
場

等
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

関
係
者
を
交
え
協
議
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

市
長
　
他
の
大
会
会
場
な
ど
で
は
、
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。 

戸
嶋
　
最
近
で
は
、
選
手
ら
は
大
会
に

参
加
し
て
も
、
試
合
が
終
わ
る
と
す
ぐ

帰
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
行
動
パ
タ
ー
ン
、

ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
あ
ま
り
お
金
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
、
会
場
、
宿
泊
所
以

外
は
出
歩
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
特
産

品
な
ど
も
会
場
で
売
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
品
切
れ
で
選

手
ら
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
十
分
な
在
庫
を

確
保
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

成
田
　
お
土
産
も
、
そ
の
土
地
な
ら
で

は
と
い
う
「
印
」
が
あ
れ
ば
す
ぐ
手
が

出
ま
す
。
お
酒
な
ど
も
国
体
の
ラ
ベ
ル

を
貼
る
な
ど
す
れ
ば
よ
り
効
果
的
か
と

も
思
い
ま
す
。 

 

    

細
田
　
私
が
選
手
と
し
て
参
加
し
た
徳

島
国
体
の
阿
波
踊
り
は
印
象
的
で
し
た
。

地
元
の
方
々
と
の
阿
波
踊
り
で
の
交
流

は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。
楽
し

ん
で
参
加
し
、
交
流
す
る
こ
と
は
国
体

と
い
う
大
会
の
良
さ
の
一
つ
で
す
ね
。 

成
田
　
私
も
高
知
国
体
で
は
「
よ
さ
こ
い｣

を
一
緒
に
踊
っ
て
き
ま
し
た
。
北
秋
田

市
で
は
各
競
技
会
場
が
分
散
し
て
い
ま

す
の
で
、
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ど
こ
か
中
心
に
な
る
と
こ
ろ
で
や
れ
た

ら
い
い
で
す
ね
。 

織
山
　
観
光
協
会
の
年
間
イ
ベ
ン
ト
は

時
期
的
に
終
わ
っ
て
い
る
時
期
で
す
が
、

「
太
鼓
祭
り
」
が
例
年
こ
の
時
期
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
新
年
早
々
の
実
行
委

員
会
で
提
案
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

成
田
　
大
太
鼓
の
館
な
ど
、
各
観
光
施

設
の
入
場
券
の
割
引
な
ど
は
で
き
ま
す
か
。

訪
れ
た
人
た
ち
が
市
の
施
設
を
回
っ
て

見
ら
れ
る
よ
う
だ
と
い
い
の
で
す
が
。 

市
長
　
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も
、
観
光

施
設
で
の
割
引
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
選
手
・
監
督
の

皆
さ
ん
に
市
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
方

法
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
ま

ご
こ
ろ
」
と
「
笑
顔
」
で
訪
れ
た
方
々

を
迎
え
る
こ
と
が
受
け
入
れ
の
基
本
。

十
分
に
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
競
技
会
場
を
整
備
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
北
秋
田
市
を
楽
し
み
、

思
い
出
を
つ
く
り
、
そ
し
て
市
の
お
土

産
を
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
「
大

会
の
成
功
」
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
残
り
８
ヵ
月
。
市
と
し
て
も

大
会
の
成
功
に
向
け
さ
ら
に
具
体
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
次
号
で
は
各
競
技
の
見
所
な
ど
を
ご

　
紹
介
し
ま
す
） 

新春座談会　「秋田わか杉国体の成功に向けて」 新春座談会　「秋田わか杉国体の成功に向けて」

織山盛二さん（57）

　北秋田市観光協会会長。

平成15年、旧鷹巣町観光協

会会長就任後、中央公園さ

くら祭り、米代川花火大会

など、数々のイベントを成

功させてきました。今年６

月には、旧３町の観光協会

を統合した現協会の会長に

就任。秋田国体や全国植樹

祭を控え、森吉山の自然を

はじめとする本市の魅力を

全国にＰＲしようと奔走さ

れています。

岸
部
市
長

﹁
民
泊
﹂
に
よ
る
受
入
態
勢
は

90
％
完
了
︵
フ
ェ
ン
シ
ン
グ)

鷹
ノ
巣
駅
前
、
阿
仁
前
田
に
観
光

案
内
所
を
設
置
︵
市
観
光
協
会)

伝
統
芸
能
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

訪
れ
る
人
た
ち
と
の
交
流
を

　
観
光
協
会
で
は
、
太
鼓
ま
つ
り
な
ど
市

の
伝
統
芸
能
、
創
作
芸
能
で
各
競
技
の
選

手
ら
を
歓
迎
で
き
な
い
か
を
模
索
中

▲例年、９月に開催されている太鼓まつり
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《12月定例議会》 

行政報告 行政報告 行政報告 
　
平
成
18
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
提
出

議
案
に
つ
い
て
の
大
綱
質
疑
が
行
わ
れ
、
14
日
・
15
日
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
、
18
日
か
ら
は
各
常
任
委
員
会
で
付

託
議
案
等
を
審
議
し
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

　
今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
、
12
月
定
例
議
会
の
行
政

報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
総
務
課
】  

　
市
民
憲
章
の
除
幕
式
が
、
12 

月

１
日
、
庁
舎
正
面
の
憲
章
碑
前
で

行
わ
れ
、
市
三
役
等
に
よ
る
除
幕

後
、
児
童
の
代
表
が
市
民
憲
章
を

声
高
ら
か
に
読
み
上
げ
ま
し
た
。 

【
職
員
課
】 

　
１ 

次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
行

っ
た
第
２ 

次
試
験
の
結
果
、
当
市

で
は
行
政
一
般
職
４ 

名
、
消
防
吏

員
４ 

名
を
来
年
度
の
採
用
候
補
者

と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。 

市

民

生

活

部

関

係

 

産

業

部

関

係
 

【
商
工
観
光
課
】 

　
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た｢

市
特

産
品
推
奨
認
定
制
度｣

に
は
、
食

料
品
41
品
目
、
工
芸
品
等
４
品
目

の
合
計
45
品
目
が
市
推
奨
特
産
品

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
は
、

今
年
度
、
県
の
モ
デ
ル
地
域
選
定

に
伴
い
、
商
業
者
、
一
般
住
民
及

び
関
係
団
体
か
ら
の
26
名
に
よ
る

｢

ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
推

進
委
員
会｣

を
組
織
し
、
商
店
街

活
性
化
の
た
め
の
具
体
的
事
項
の

検
討
を
行
い
、
実
行
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
年
度
内
策
定

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
第
１
回
北
秋
田
市
産
業
祭
が
、

10
月
28
日
・
29
日
の
２
日
間
、
鷹

巣
体
育
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
11
月
９
日
、
市
企
業
立
地
協
力

推
進
委
員
懇
談
会
を
都
内
で
開
催

し
ま
し
た
。 

　
合
併
後
第
１
号
と
な
る
誘
致
企

業
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ン
メ
タ
ル
プ

レ
イ
テ
ィ
ン
グ(

株)

の
大
野
台
工

業
団
地
へ
の
誘
致
が
決
定
し
ま
し
た
。 

【
農
林
課
】 

　
今
年
の
水
稲
は
、
生
育
全
般
を

通
じ
て
台
風
等
の
大
き
な
災
害
等

も
な
く
天
候
に
恵
ま
れ
、
作
況
指 

数
は
、
秋
田
県
及
び
本
市
を
含
む

県
北
と
も
「
１
０
０
」
の
平
年
並

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
米
の
出
荷 

状
況
は
、
10
月
末
現
在
で
１
万
４

６
１
２
ト
ン
が
出
荷
さ
れ
、
１
等

米
比
率
は
95
・
１
％
で
一
部
カ
メ

ム
シ
等
に
よ
る
品
質
低
下
も
み
ら

れ
ま
し
た
が
、
ク
ズ
米
比
率
が
低

く
食
味
値
の
高
い
品
質
の
良
い
米

が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
畜
産
は
、
市
営
牧
場
へ
の
放
牧

は
10
月
31
日
の
鷹
巣
牧
場
を
最
後

に
終
了
し
て
お
り
、
３
牧
場
へ
放

牧
し
た
農
家
数
は
44
戸
、
実
頭
数

２
１
６
頭
、
延
べ
頭
数
２
万
９
２

４
６
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

10
月
末
現
在
の
比
内
地
鶏
の
出
荷

羽
数
及
び
販
売
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

６
万
５
０
０
羽
、
販
売
額
１
億
１

３
７
８
万
３
千
円
で
す
。 

　
林
業
関
係
は
、
木
造
公
共
施
設

等
整
備
事
業
に
よ
る
掛
泥
及
び
神

成
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
を
発

注
、
年
度
内
完
成
を
目
指
し
て
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
全
国
植
樹
祭
は
、
10
月
４
日
、

北
秋
田
市
実
行
委
員
会
の
設
立
総

会
を
開
催
し
、
植
樹
祭
の
円
滑
な

運
営
と
市
民
参
加
の
森
づ
く
り
の

推
進
等
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
式
典
会
場
周
辺
の
環
境
美

化
を
図
る
た
め
９
月
22
日
か
ら
、

市
内
の
小
学
校
・
高
校
・
一
般
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
間
伐
大
作

戦
」
を
７
回
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
総
合
政
策
課
】 

　
機
構
改
革
は
、
９
月
25
日
、
第

４
回
組
織
機
構
改
革
推
進
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
決
定
事
項
の
確

認
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
組
織

機
構
若
手
職
員
検
討
チ
ー
ム
」
を

設
置
し
、
今
後
の
組
織
機
構
に
つ

い
て
３
回
の
協
議
を
重
ね
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
、
第
５
回
組
織
機
構
改
革

推
進
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

若
手
職
員
か
ら
の
報
告
も
参
考
に

協
議
し
て
い
ま
す
。 

【
広
報
情
報
課
】  

　
11
月
８
日
、「
平
成
18
年
度
秋

田
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
」
が
秋

田
県
庁
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当

市
関
係
で
は
、
産
業
経
済
大
臣
表

彰
１
名
、
同
省
調
査
統
計
部
長
感

謝
状
３
名
、
秋
田
県
知
事
表
彰
に

３
名
の
皆
さ
ん
が
受
賞
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
が
毎
年

主
催
し
て
い
る
「
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
た
鷹
巣
中

学
校
生
徒
３
名
の
入
選
の
表
彰
も

同
日
行
わ
れ
ま
し
た
。 

【
財
政
課
】  

　
８
月
22
日
以
降
の
工
事
等
発
注

状
況
は
５
０
０
万
円
以
上
が
44
件
で
、

９
億
５
６
１
０
万
３
千
円
で
す
。 

【
生
活
環
境
課
】  

　
12
月
６
日
、
国
民
保
護
協
議
会

委
員
17
名
を
委
嘱
し
第
１
回
協
議

会
を
行
い
、
協
議
会
で
の
意
見
等

を
も
と
に
、
県
と
協
議
し｢

北
秋

田
市
国
民
保
護
計
画｣

の
年
度
内

策
定
に
向
け
進
め
て
い
き
ま
す
。 

【
医
療
推
進
課
】  

　
北
秋
田
市
民
病
院(

仮
称)

建
設

事
業
は
、
平
成
21
年
度
の
開
院
に

向
け
、
工
期
を
来
年
３
月
20
日
ま

で
と
す
る
第
１
次
造
成
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
建
設
用
地
の
立

木
の
伐
採
、
伐
根
処
理
も
終
了
し
、

現
在
は
工
事
用
道
路
の
補
強
と
造

成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
４
月
か
ら
は
第
２
次
造
成
工
事

に
着
手
し
、
９
月
か
ら
病
院
本
体

の
建
設
工
事
に
着
手
予
定
で
す
。 

　
設
計
業
務
は
、
基
本
設
計
に
係

る
建
物
本
体
部
分
の
平
面
図
等
の

完
成
を
受
け
、
実
施
設
計
契
約
を

11
月
28
日
に
締
結
し
ま
し
た
。
工

期
は
平
成
19
年
６
月
29
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
第
５
回
の
建
設
委
員
会
で
病
院

の
平
面
図
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
医
師
確
保
を
裏
付

け
と
し
た
開
設
許
可
申
請
に
向
け
、

市
と
厚
生
連
と
が
協
力
体
制
を
と

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

　
指
定
管
理
者
予
定
の
厚
生
連
側

と
は
、
今
後
も
運
営
に
関
す
る
合

意
形
成
に
向
け
逐
次
協
議
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。 

【
保
険
課
】  

　
平
成
18
年
度
北
秋
田
市
国
民
健

康
保
険
の
新
規
事
業
と
し
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
事

業
を
10
月
15
日
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
実
施
期
間
は
10
月
15
日
か

ら
来
年
の
１
月
31
日
ま
で
で
す
。 

【
保
健
セ
ン
タ
ー
】 

　
11
月
８
日
、
市
民
の
健
康
維
持

と
増
進
を
図
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
審

議
す
る
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
を
開
催
し
13
名
の
委

員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。 

【
市
民
課
】 

　
10
月
末
日
現
在
の
住
民
登
録
者

数
は
、
４
万
87
人
で
そ
の
内
訳
は
、

男
１
万
８
９
７
２
人
、
女
２
万
１

１
１
５
人
、
世
帯
数
は
１
万
４
８

７
０ 

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
福
祉
課
】 

　
本
年
４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当

制
度
が
拡
充
さ
れ
、
支
給
対
象
年

齢
が
、
小
学
校
６
年
生
（
12
歳
到

達
後
の
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
と

な
り
、
併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
特
例
に
よ
り
４
月
１

日
に
遡
及
し
て
該
当
者
へ
の
支
払

い
を
完
了
し
て
い
ま
す
。 

　｢

す
こ
や
か
出
産
一
時
金
貸
付

事
業｣

は
、
本
年
10
月
１
日
か
ら

の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
出
産

一
時
金
が
現
行
30
万
円
か
ら
35
万

円
に
引
き
上
げ
と
な
り
、
併
せ
て

出
産
一
時
金
の
支
払
手
続
き
が
改

善
さ
れ
こ
と
か
ら
、
本
市
の
貸
付

制
度
は
本
年
９
月
30
日
で
廃
止
し

ま
し
た
。 

　
阿
仁
合
保
育
園
竣
工
式
を
10
月

23
日
に
挙
行
し
、
保
護
者
や
地
域

関
係
者
な
ど
約
80
人
が
盛
大
に
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
前
田

保
育
園
の
仮
設
園
舎
は
本
年
10
月

31
日
に
、
旧
阿
仁
合
保
育
園
は
本

年
11
月
16
日
に
解
体
撤
去
工
事
を

完
了
し
て
い
ま
す
。 

　
10
月
２
日
、
第
56
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
が
33
団
体
４
２
０

名
が
参
加
し
、
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
本

年
10
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
障
害
程

度
区
分
は
、
11
月
20
日
現
在
58 

人
が
認
定
さ
れ
、
新
た
に
支
給
決

定
を
受
け
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。 

【
高
齢
者
支
援
課
】 

　
平
成
18
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
整
備
は
、
８
事
業
所
の
う
ち
、

鷹
巣
地
区
の
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
事
業
所
及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
森
吉
地
区
の
通
所
介
護
事
業

所
及
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
事
業

を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
そ
の
他
４
事
業
所
に
つ

い
て
は
、
現
在
工
事
を
進
め
て
お

り
、
完
成
後
直
ち
に
事
業
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。 

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
円

滑
か
つ
適
切
な
運
営
、
中
立
性
、

公
平
性
の
確
保
を
図
る
運
営
協
議 

会
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
受
け
て
い
ま
す
。 

▲北秋田市民病院(仮称)の 
　第１次造成工事 

▲阿仁合保育園の竣工式 
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第
33
回
大
阿
仁
分
館
祭
が
11
月
19
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
大
阿
仁
分
館
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
保
育
園
児
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
も
ろ
び
苑
、
松
森
延
寿

学
級
な
ど
高
齢
者
の
作
品
も
多
く
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
た
ち
は
、

作
品
の
で
き
ば
え
に
感
心
し
、
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
演
示
で
は
、
小
学
生
の
合
唱
、
大
正
琴
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
、

大
阿
仁
保
育
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
「
ス
ギ
ッ
チ

ダ
ン
ス
」
で
は
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
に
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
童
謡
の
こ
こ
ろ
」
と

題
し
た
講
演
で
は
、
今
ま
で
な

に
げ
な
く
歌
っ
て
い
た
童
謡
に

も
深
い
こ
こ
ろ
の
意
味
な
ど
あ
っ

た
事
を
知
り
、
あ
ら
た
め
て
愛

着
を
感
じ
歌
う
事
が
楽
し
く
童
心

に
返
っ
た
１
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

多彩な芸能を一堂に 　12月３日、中央公民館にて平成18年度「鷹巣地区

公民館まつり」が開催されました。 

当日は定期講座受講生、婦人学級など、２００名が

参加し、ステージ発表を楽しく鑑賞しました。 

 　発表部門では坊沢、沢口、七日市公民館の各館長

より地区公民館の活動を紹介。演示部門では栄公民

館（新舞踊講座）、綴子公民館（コーラスを楽しむ講座）

（舞踊サークル）、中央公民館（朗読ボランティアや

まびこ）、坊沢公民館（ゴリエアロ）、沢口公民館（舞

踊同好会）、七日市公民館（新舞踊講座）、中央公民

館（更正保護女性の会コーラス部）でそれぞれ活動

しているみなさんが、日頃の成果を十分に披露いた

しました。 

地域の交流を深めて
第33回阿仁公民館大阿仁分館祭 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

子どもたちのために

阿仁地区婦人会（バザー売上の寄付） 

　１１月１６日、阿仁地区婦人会（三杉営子会長）よ

り子育て支援ボランティア阿求道会（魚住吉二会長）

へ、バザーの売上金が寄付されました。 

　阿求道会は公民館活動を支えるボランティアとして、 

平成１０年に発足し、現在は子育て支援や青少年育成

のボランティアとして積極的に活動を行っています。 

　この日は、阿仁公民館で寄付金が手渡され、魚住会

長は「子どもを健全に育てる事業や子育て支援事業に

つかっていきたい」と感謝の意をあらわし、今後も積

極的に活動していきたいと意気込みも新たにしていま

した。 

平成18年度「鷹巣地区公民館まつり」 

▲大阿仁保育園の園児によるお遊戯「スギッ

チダンス」にも大きな拍手が送られました 

▲坊沢公民館のダンスサークル「ゴリエアロ」 

▲婦人会から寄付を受ける阿求道会の魚住会長 

 

 １２月１６日、異文化理解を目的に実施している

ちびっこチャレンジクラブのクリスマスパーティー

がおこなわれました。いつもはそれぞれの地区（旧

４町単位）でおこなわれていますが、今回は全部

の教室が一堂に集まり、参加者は１０２名。また、

指導員の先生も６名参加し、それぞれが役割分担

しながらパーティーを盛り上げました。 

　
今
回
は
森
吉
図
書
館
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　
森
吉
図
書
館
は
来
館
者
の
読
み
た
い
図
書
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
。
館
内
に
無
い
本
は
県
立
図
書
館
に
手
配
い
た
し

ま
す
の
で
、
遠
慮
し
な
い
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
新
刊
図
書
の
ご
案
内 

「
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、
教
師
に
な
る
」 

　
　
宮
本
延
春
・
著
　
角
川
書
店 

　
中
学
３
年
で
漢
字
は
自
分
の
名
前
し
か
書
け
ず
、
数
学

は
九
九
の
２
の
段
ま
で
。
あ
る
出
会
い
で
運
命
が
変
わ
り
、

生
徒
に
慕
わ
れ
る
教
師
に
な
る
ま
で
の
涙
の
人
間
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
。 

「
華
の
棺
」 

　
　
西
村
京
太
郎
・
著
　
朝
日
新
聞
社 

 

ミ
ス
テ
リ
ー
の
女
王
・
山
村
美
紗
、
没
後
十
年
。
三
十

年
来
の
恋
人
、
西
村
京
太
郎
が
愛
惜
の
思
い
を
込
め
て
つ

づ
る
長
編
小
説
。 

「
格
差
社
会
―
何
が
問
題
な
の
か
」 

　
　
橘
木
俊
詔
・
著
　
岩
波
書
店 

 

低
所
得
労
働
者
の
増
大
、
新
し
い
貧
困
層
の
出
現
、
奪

わ
れ
る
機
会
の
平
等
？
。
い
ま
日
本
社
会
に
何
が
起
き
て

い
る
の
か
。 

「
あ
な
た
に
逢
え
て
よ
か
っ
た
」 

　
　
新
堂
冬
樹
・
著
　
角
川
書
店 

　
も
し
、
か
け
が
え
の
な
い
人
が
自
分
の
存
在
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
ら
？
　
記
憶
障
害
と
い
う
過
酷
な
運
命
の
中
で
、

二
人
は
ひ
た
む
き
に
生
き
て
ゆ
く
。
「
忘
れ
雪
」
「
あ
る

愛
の
詩
」
に
続
く
純
愛
小
説
三
部
作
、
完
結
篇
。 

 

■
新
刊
児
童
図
書 

ジ
ュ
ニ
ア
版
「
涙
そ
う
そ
う
」 

　
吉
田
紀
子
・
著
　
汐
文
社 

　
沖
縄
で
育
っ
た
、
兄
ィ
ニ
ィ
と
妹
の
小
さ
な
歴
史
と
　

大
き
な
愛
の
物
語
。 

「
い
の
ち
の
作
文
」
〜
難
病
の
少
女
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

　
綾
野
ま
さ
る
・
著
　
ハ
ー
ト
出
版 

 

そ
れ
は
「
い
ま
生
き
て
い
る
こ
と
の
喜
び
と
命
の
大
切

さ
」。 

 

▼
２
・
３
歳
児
向
け
か
み
し
ば
い 

「
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
ゆ
き
だ
る
ま
」
仲
川
道
子
・
作 

「
お
さ
ん
ぽ
わ
ん
く
ん
」
し
ば
は
ら 

ち
・
作 

 

▼
４
・
５
歳
児
向
け
か
み
し
ば
い 

「
三
び
き
の
く
ま
」
イ
ギ
リ
ス
民
話
よ
り 

「
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
の
ぼ
う
け
ん
」 

　
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
よ
り 

「
五
つ
ぶ
の
え
ん
ど
う
ま
め
」
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
よ
り 

   ■
お
知
ら
せ 

　
幼
児
向
け
か
み
し
ば
い
、
絵
本
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
貸
出
カ
ー
ド
も
作
れ
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
皆
さ
ん
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
前
田
公
民
館
に
も
一
般
図
書
、
児
童
図
書
を
置

い
て
あ
り
ま
す
。
２
カ
月
に
１
回
本
を
交
換
し
ま
す
。 

図書館
図書室
INFOMATION

「ちびっこチャレンジクラブ合同パーティー」

MANABI NO HIROBA

あくどう 

あくどう  

ま
つ
も
り
え
ん
じ
ゅ 
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浦
田
地
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

　
市
立
浦
田
保
育
園
の
園
児
16
名
と
浦
田
地
区
い
き

い
き
サ
ロ
ン
の
方
々
14
名
が
12
月
５
日
、
浦
田
児
童

館
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
交
流
会
は
園
児
の
自
己
紹
介
か
ら
は
じ
ま
り
、
１

人
ず
つ
大
き
な
声
で
名
前
を
言
う
と
お
年
寄
り
が
「
だ

れ
そ
れ
の
ど
ご
の
だ
」
と
確
認
し
な
が
ら
「
お
っ
き
っ

ぐ
な
っ
た
ご
ど
」
と
話
し
な
が
ら
自
己
紹
介
を
聞
き

入
り
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
園
児
た
ち
が
３
種
類
の
お
遊
戯
を
披
露

し
、
お
腹
が
す
い
た
と
こ
ろ
で
、
サ
ロ
ン
の
方
々
が

つ
く
っ
た
「
だ
ま
っ
こ
」
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
園
児

た
ち
は
「
お
い
し
い
」
と
ご
満
悦
の
様
子
。 

　
園
児
、
サ
ロ
ン
の
方
々
と
も
有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。 

お遊戯やだまっこでの交流のつどい 

救助訓練を行う従業員 

シ
ー
ズ
ン
の
安
全
と
来
客
を
祈
願

　
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
で
12
月
７
日
、
今
月
14
日

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
安
全
祈
願
祭
と
救
助
訓
練
が

行
わ
れ
、
市
、
阿
仁
森
吉
商
工
会
や
ス
キ
ー
場
関
係

者
等
約
40
名
が
出
席
し｢

今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
と
多

く
の
来
客｣

を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
山
麓
駅
舎
二
階
乗
り
場
後
側
で
、
ゴ
ン

ド
ラ
が
停
止
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
従
業
員
が
ス
キ
ー

客
を
救
助
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
ス
キ
ー
場
は
、
昭
和
62
年
に
オ
ー
プ
ン
し
今
シ
ー

ズ
ン
で
20
年
目
を
迎
え
、
今
年
は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー

ス
が
復
活
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
ス
キ
ー
場
は
、
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
子
会
社
で
あ
る
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
再
構
築
対

象
事
業
所
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
７
日
、
東
京

都
赤
坂
に
本
社
が
あ
る
世
界
有
数
の
総
合
金
融
グ
ル
ー

プ
の
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
・
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
阿
仁
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭 

　
年
末
の
交
通
安
全
運
動
期
間
・
飲
酒
運
転
追
放
強

調
月
間
中
の
12
月
20
日
、
国
道
７
号
線
沿
い
の
「
道

の
駅
た
か
の
す
」
で
、
北
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会

会
員
20
名
が
、
交
通
安
全
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
手
渡
し
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
運
動
は
、
「
飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放
」
「
子

供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
徹
底
」
を
運
動
の
重

点
と
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
意
識
の
啓
発
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
大
館
方
向
か
ら
能
代
方
面
へ
向
か
う

自
動
車
を
対
象
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
現
在
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
・
大
会
交
通
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
県
民
運
動
が
大
会
が
終
了
す
る
ま
で
の

期
間
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

安
全
運
転
を
呼
び
か
け

年
末
の
交
通
安
全
・
飲
酒
運
転
追
放 ドライバーに安全運転を呼びかける会員 

　
ふ
る
さ
と
の
味
覚
を
お
届
け
す
る
合
川
ふ
る
さ
と

会
（
18
年
度
会
員
１
４
６
人
）
の
「
ふ
る
さ
と
便
」

の
発
送
が
12
月
12
日
、
大
野
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
ハ
ウ
ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　
ふ
る
さ
と
便
は
、
合
川
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

や
、
合
川
出
身
者
、
旬
の
ふ
る
さ
と
の
味
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
方
な
ど
に
、
会
員
制
で
旧
合
川
町
が
昭

和
62
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
20
年

を
迎
え
ま
し
た
。  

　
年
会
費
は
１
万
円
で
、
合
川
産
の
あ
き
た
こ
ま
ち

や
、
合
川
産
比
内
地
鶏
の
キ
リ
タ
ン
ポ
セ
ッ
ト
な
ど

年
２
回
（
10
月
・
12
月
）
発
送
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
毎
月
１
回
市
広
報
も
送
付
し
て
故
郷
の
話
題

も
お
届
け
し
て
い
ま
す
。 

ふ
る
さ
と
の
味
を
お
届
け
し
ま
す

合
川
ふ
る
さ
と
会
「
ふ
る
さ
と
便
」 

ふるさとの味の発送作業を行う事務局 

看板を三澤教育長に手渡す小塚支部長 

　
大
館
北
鹿
建
設
技
能
組
合
連
合
会
青
年
部
が
こ
の

ほ
ど
、
各
種
表
示
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
研
修

活
動
で
製
作
し
た
看
板
10
枚
を
12
月
８
日
、
市
教
育

委
員
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。 

　
同
青
年
部
で
は
こ
れ
ま
で
、
清
掃
や
公
共
施
設
の

修
繕
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
最
近
で
は
「
何
か
形
に
残
る
も
の
を
」
と
、
各

地
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
る
支
部
持
ち
回
り
で
看

板
を
製
作
し
地
域
に
寄
贈
、
昨
年
は
こ
の
活
動
を
阿

仁
地
区
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
鷹
巣
地
区
が
対
象
と
な
り
、
11
月
18
日
、

部
員
有
志
30
人
の
参
加
で
看
板
を
製
作
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
小
塚
寿
支
部
長
と
村
上
常
博
事
業
部
長

が
、
看
板
を
持
参
し
、
三
澤
仁
教
育
長
に
「
教
育
施

設
な
ど
で
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
手
わ
た
し
ま
し
た
。 

市
の
教
育
施
設
な
ど
で
活
用
を

建
設
技
能
組
合
鷹
巣
支
部
寄
贈 

 

　
当
市
で
行
わ
れ
る
秋
田
わ
か
杉
国
体
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
競
技
の
Ｐ
Ｒ
看
板
が
12
月
15
日
、
市
観
光
協
会
合

川
支
部
よ
り
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
北
林
支
部
長
は
「
国
体
は
北
秋
田
市
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
絶
好
の
機
会
。
国
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
、
同

時
に
市
の
観
光
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
看

板
の
作
成
を
考
案
。
看
板
は
、
縦
１
５
０
㎝
・
横
２

７
０
㎝
で
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
試
合
が
描
か
れ
て
お

り
、
選
手
の
顔
に
あ
た
る
部
分
に
は
裏
側
か
ら
顔
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
写
真
撮
影
に
は
ピ
ッ
タ
リ
。

訪
れ
る
方
の
人
気
を
呼
び
そ
う
で
す
。
横
に
は
「
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
ス
ギ
ッ
チ
」
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。  

　
こ
の
看
板
は
、
選
手
権
大
会
会
場
に
設
置
し
た
ほ

か
、
わ
か
杉
国
体
の
Ｐ
Ｒ
に
も
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

わ
か
杉
国
体
の
Ｐ
Ｒ
看
板
を
寄
贈

市
観
光
協
会
合
川
支
部 

 

寄贈されたフェンシングの国体ＰＲ看板 

お
遊
戯
と
だ
ま
っ
こ
で
交
流
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現
在
は
、
基
本
設
計
に
基
づ
い
て
実
施
設
計
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、

建
築
工
事
へ
と
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
病
院
建
設
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
頂
く
た
め
「
基
本
設
計
」
の
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〈
 そ
 の
 ４
 〉
 

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
建
設
事
業
に
つ
い
て
 

北
秋
田
市
民
病
院
基
本
設
計 

部
門
構
成
計
画 

各
部
門
計
画 

断面構成 

１階　エントランスホール、医事課廻り 

●
部
門
構
成
計
画 

　
建
物
は
円
弧
状
に
展
開
し
た
病
棟
と
、

北
側
に
拡
が
る
診
療
棟
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
建

物
の
東
側
の
病
棟
と
診
療
棟
と
の
結
節
点

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
の
奥
に
、
主
要
な
縦
動
線
と
な
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
上
階
へ
の

病
棟
や
診
療
棟
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
こ

か
ら
行
い
ま
す
。 

 

●
平
面
計
画 

・
初
診
患
者
や
訪
問
者
が
わ
か
り
や
す
い

よ
う
、
医
事
課
は
玄
関
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
「
北
欧
プ
ラ
ザ
」
の
西
側
に
面
し
て

い
ま
す
。
ま
た
薬
剤
部
門
は
医
事
課
と
総

合
待
合
に
隣
接
し
て
設
け
ま
す
。 

・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
南
北
に
貫
く

２
層
吹
抜
け
の
「
北
欧
モ
ー
ル
」
に
面
し
、

１
階
は
東
側
に
外
来
部
門
、
西
側
に
放
射

線
部
門
が
隣
接
、
２
階
は
東
側
に
検
査
部

門
、
西
側
に
外
来
部
門
が
面
し
て
い
ま
す
。 

・
１
階
の
円
弧
状
の
部
分
の
西
側
は
病
棟

と
な
っ
て
お
り
、
診
療
部
門
と
の
連
携
が

と
り
や
す
い
よ
う
、
お
も
に
一
般
病
棟
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
２
階
の
円
弧
状
の
東
側
は
、
人
工
透
析

部
門
、
小
児
療
育
、
リ
ハ
ビ
リ
部
門
、
精

神
科
デ
イ
ケ
ア
な
ど
が
あ
り
、
１
階
お
よ

び
２
階
の
診
療
部
門
と
の
連
携
が
と
り
や

す
い
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
円
弧

状
の
西
側
は
精
神
病
棟
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。 

・
３
階
の
円
弧
状
部
分
は
一
般
病
棟
、
北

側
に
手
術
部
門
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
あ
り
、
お
も

に
外
科
病
棟
と
手
術
部
門
と
の
連
携
が
と

り
や
す
い
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

・
４
階
は
東
側
に
内
科
系
一
般
病
棟
、
西

側
に
一
般
病
棟
お
よ
び
産
婦
人
科
の
分
娩

室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
断
面
計
画 

・
メ
イ
ン
の
縦
動
線
と
し
て
患
者
用
と
ス

タ
ッ
フ
用
・
患
者
搬
送
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
を
、
病
棟
と
診
療
棟
の
結
節
点
に

配
置
し
て
い
ま
す
。
お
も
に
病
棟
患
者
は 

こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
、
各
階
の

入
院
患
者
・
ス
タ
ッ
フ
用
廊
下
を
利
用
し
、

各
検
査
諸
室
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
ま
す
。 

・
外
来
患
者
は
正
面
玄
関
す
ぐ
横
に
あ
る

外
来
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
２
階

の
諸
室
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
ま
す
。 

・
メ
イ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
１
階
で
救

急
部
門
、
３
階
で
手
術
部
門
に
近
く
、
緊

急
時
の
患
者
や
搬
送
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

ま
す
。 

   

　
１
階
の
東
側
車
寄
せ
か
ら
正
面
玄
関
を

入
っ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
「
北
欧

プ
ラ
ザ
」
と
呼
び
、
北
欧
の
杜
に
あ
る
病

院
と
し
て
の
顔
と
な
る
２
層
吹
抜
け
の
空

間
を
創
り
ま
す
。 

　｢

北
欧
プ
ラ
ザ｣

は
南
北
に
展
開
す
る
北

欧
モ
ー
ル
と
交
差
し
、
モ
ー
ル
を
中
心
と

し
た
各
診
療
部
門
の
配
置
が
わ
か
り
や
す

い
よ
う
、
見
通
し
の
良
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
ま
す
。
正
面
玄
関

を
背
に
「
北
欧
プ
ラ
ザ
」
の
正
面
左
手
に

は
、
総
合
受
付
・
待
合
・
医
事
課
、
左
手

奥
に
は
薬
剤
部
門
、
正
面
奥
に
は
外
来
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
が
配
置
さ
れ
、
患

者
に
と
っ
て
動
線
が
明
快
と
な
る
よ
う
、

関
係
部
門
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

●
配
置
と
連
携 

・｢

北
欧
プ
ラ
ザ｣

と
直
行
す
る｢

北
欧
モ
ー

ル｣

に
診
療
部
門
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
外
来
患
者
に
と
っ
て
部
門
配
置
が
明

快
に
な
り
ま
す
。 

・
正
面
玄
関
の
す
ぐ
横
に
外
来
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、｢

北
欧
プ
ラ
ザ｣

の
奥
に
は
一
般
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
を
設
け
、
外
来
患

者
や
一
般
訪
問
客
に
わ
か
り
や
す
い
縦
動

線
配
置
と
し
ま
す
。 

・
総
合
受
付
は
正
面
玄
関
か
ら
分
か
り
や

す
く
、
医
事
課
の
ス
タ
ッ
フ
エ
リ
ア
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
る
位
置
に
配
置
し
ま
す
。 

・
医
事
課
は
階
段
室
、
ス
タ
ッ
フ
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
と
近
接
さ
せ
、
２
階
の
事
務
管

理
部
門
と
連
携
が
と
り
や
す
く
し
ま
す
。 

・｢

北
欧
プ
ラ
ザ｣

の
東
南
側
に
外
来
食
堂

を
設
け
、
総
合
待
合
機
能
だ
け
で
な
く
、

施
設
の
顔
と
し
て
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
に
ぎ
わ
い
空
間
を
創
り
ま
す
。 

 

●｢

北
欧
プ
ラ
ザ｣
・
総
合
待
合
・
医
事
課
の
特
徴 

・
「
北
欧
プ
ラ
ザ
」
は
南
北
に
展
開
す
る

「
北
欧
モ
ー
ル
」
の
軸
線
上
に
南
へ
開
き
、

敷
地
に
隣
接
す
る
湖
や
豊
か
な
自
然
を
享

受
で
き
る
、
眺
望
の
良
い
空
間
と
し
ま
す
。 

・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー

ナ
ー
、
相
談
室
、
車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
、
電

話
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、
患
者
だ
け
で

な
く
一
般
訪
問
客
に
も
使
い
や
す
い
施
設

と
し
ま
す
。 

・
外
来
食
堂
に
職
員
食
堂
を
隣
接
さ
せ
、

厨
房
を
兼
用
し
ま
す
。 

完成予想図 

正面玄関 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル｢

北
欧
プ
ラ
ザ｣

・

総
合
待
合
・
医
事
課
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﹁
指
定
管
理
者
﹂
を
募
集
し
ま
す

﹁
指
定
管
理
者
﹂
を
募
集
し
ま
す

市

営

施

設

の

　
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
公
共
団
体
、
公

共
的
団
体
、
地
方
公
共
団
体

の
出
資
法
人
に
限
定
さ
れ
て

い
た
「
公
の
施
設
（
地
方
公

共
団
体
が
設
置
し
て
い
る
各

種
施
設
）
」
の
管
理
・
運
営

が
、
民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
を
含
め
た
中
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
が
指
定
す
る

「
指
定
管
理
者
」
に
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間

の
活
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
コ
ス
ト

の
縮
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

　
北
秋
田
市
で
は
、
下
記
の

と
お
り
６
施
設
に
お
い
て
「
指

定
管
理
者
」
を
募
集
し
ま
す
。 

障害者等からの相談に応じ、情報の提供や援助を行い、自立と社

会参加を促進する活動の拠点としての役割を担う。 
障害者生活支援センター 

地域福祉センター 

サテライトステーションつづれこ 

阿仁花菖蒲園※ 

阿仁今日庵広場※ 

大野台ハイランド体育館 

高齢者等に通所介護サービスや各種福祉サービスなどの提供や援

助を行う、在宅福祉活動の拠点としての役割を担う。 

高齢者等に認知症対応型共同生活介護や通所介護事業など介護サ

ービスの提供とともに、地域の連帯意識の高揚を図る役割を担う。 

北秋田市の観光施設として設置。 

地域における農業者等住民の憩いの場とし、健康増進と地域連帯感

の醸成を図るため。 

勤労者及び市民の福祉と健康の増進を図り、一般利用客の利用に供

する。 

名　称 設置の目的 

１．施設の名称

平成19年４月１日から平成21年３月31日（２年間） 障害者生活支援センター 

地域福祉センター 

サテライトステーションつづれこ 

阿仁花菖蒲園 

阿仁今日庵広場 

大野台ハイランド体育館 

平成19年４月１日から平成24年３月31日（５年間） 

平成19年４月１日から平成22年３月31日（３年間） 

平成19年４月１日から平成21年３月31日（２年間） 

名　称 期　　間 

２．指定期間

北秋田市内に主たる事務所を有し、障害者自立支援法に定める相談支援事業を行う者とし

て、秋田県知事の指定を受けている(平成19年４月１日までに指定を受ける場合を含む)こ

と。※原則として主たる対象者を特定していない者。 

障害者生活支援センター 

地域福祉センター 

サテライトステーションつづれこ 

阿仁花菖蒲園 

阿仁今日庵広場 

大野台ハイランド体育館 

北秋田市内に事務所を有し、介護保険法に定める通所介護事業を秋田県内で営んでいる(平

成19年４月１日までに営む場合を含む)こと。 

北秋田市内に事務所を有し、介護保険法に定める通所介護事業及び認知症対応型共同生活

介護事業を秋田県内で営んでいる(平成19年４月１日までに営む場合を含む)こと。 

秋田県内に主たる事務所を有する法人、その他の団体。 

秋田県内に主たる事務所を有する法人、その他の団体。 

名　称 要　件 

４．申請に必要な資格

３．施設説明会の開催

障害者生活支援センター 

地域福祉センター 

サテライトステーションつづれこ 

阿仁花菖蒲園 

阿仁今日庵広場 

大野台ハイランド体育館 

名　称 

平成19年１月19日（金）13：30～15：00 

平成19年１月19日（金）15：00～16：30 

平成19年１月19日（金）10：30～12：00 

 

 

平成19年１月19日（金）13：30～15：00

平成19年１月16日（火）13：30～ 

ウエルフェアテクノハウス鷹巣 

北秋田市地域福祉センター 

サテライトステーションつづれこ 

 

 

北秋田市大野台ハイランド体育館 

阿仁支所第一会議室 

名　称 開催日時 場　所 申し込み 

１月16日まで 

１月16日まで 

１月11日まで 

５．申請の手続き

（１）申 請 書 の 交 付　平成19年２月５日（月）まで希望者に交付しますので、おいでください。 

（２）申請書の提出期限　平成19年２月５日（月）までに、提出してください。 

北秋田市福祉事務所福祉課　障害福祉担当　 

住所　北秋田市花園町19－１　�６２－１１１３ 
障害者生活支援センター 

地域福祉センター 

サテライトステーションつづれこ 

阿仁花菖蒲園 

阿仁今日庵広場 

大野台ハイランド体育館 

北秋田市福祉事務所高齢者支援課　高齢福祉担当　 

住所　北秋田市花園町19－１　�６２－１１１２ 

名　称 配布先及び提出先・お問い合わせ 

北秋田市阿仁支所観光振興課　 

住所　北秋田市阿仁銀山字下新町41-1　�８２－２１１７ 

北秋田市合川支所産業建設課　商工観光担当　 

住所　北秋田市新田目字大野82-2　�７８－２１１５ 

６．指定管理者の選定等

（１）候補者の選定　　市の条例等に基づく選考審査を経て、指定管理者の候補者を決めます。 

（２）上記の「候補者」を市議会の議決をもって「指定管理者」に指名します。 

阿仁今日庵広場 阿仁今日庵広場 障害者生活支援センター 障害者生活支援センター サテライトステーションつづれこ サテライトステーションつづれこ 

※阿仁花菖蒲園・阿仁今日庵広場は２施設セットが管理の条件となります。 

阿仁花菖蒲園 阿仁花菖蒲園 大野台ハイランド体育館 大野台ハイランド体育館 地域福祉センター 地域福祉センター 
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健　　康 

母子健康手帳交付 
時間　９：00～12：00　※記入用紙があり手続き終了ま

で30～40分かかります。余裕をもっておいでください。 

場所、期日　　　　　　　 

北秋田市保健センター　�62－6666　１月９日(火)･22日(月) 

合川保健センター　�78－4272　１月15日(月)･29日(月) 

森吉支所　　　�72－3455　１月９日(火)･22日(月) 

阿仁支所　　　�82－2116　１月15日(月) 

むし歯予防(フッ素イオン導入) 
日　時　１月16日（火）　13:30～15:00 

場　所　北秋田市保健センター 

対象者　3歳から就学前まで 

持　参　母子健康手帳、タオル、歯ブラシ 

 

 

健康相談  

期日、会場は各地区保健センター 

　鷹巣　１月10日（水）　合川　１月15日（月） 

　森吉　１月19日（金）　阿仁　１月24日（水） 

時　間　９：30～11：30 

内　容　健康相談、血圧測定等 

持　参　健康手帳（ない方は相談時にお渡しします） 

精神保健相談・老人精神保健相談及びアルコール健康相談（要予約) 
期　日　１月18日（木） 

場　所　鷹巣阿仁福祉環境部２階相談室 

受　付　15:00～16:00、相談時間　15:00～17:00 

相談対応医師　保健所嘱託医　 

申し込み　鷹巣阿仁福祉環境部　�６２－１１６５ 

マタニティ講座（中期） 
日　時　１月19日(金)18：00～20：00　市保健センター 

　　　　１月26日(金)18：00～20：00　森吉保健センター 

対　象　4月～6月出産予定の方及びその家族 

内　容　妊婦体験、ビデオ学習、調理実習(栄養指導)

持　参　母子健康手帳、筆記用具、エプロン 

※１週間前までに各会場の保健センターへ申し込みください 

子育てサークル(１月)
時間は10：00～11：30（キッズパークは11：40まで） 

お知らせ 

サークル名 

キッズ・パーク 

めだか教室 

みんなおいで 

親子ふれあい広場 

 

ひなたぼっこの会 

日にち 

19日 

11日 

第３火 

11日 

25日 

11日 

24日 

会　場 

北秋田市保健センター 

森吉保健センター 

森吉地区各保育園 

合川保健センター 

〃 

大阿仁保育園 

阿仁合保育園 

内　容 

親子で音楽リズム 

新年会(親子でゲーム) 

園開放日 

新年会 

雪遊び 

お店屋さんごっこ 

　　　〃 

公 民 館 

文化会館 

スポーツ 

お知らせ 
 

 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【１月のロビー展】栄公民館　おしゃれ工房 

１・11（木）第30回新春交流会(鷹巣町商工会女性部主催) 

  16:00～19:00 

　　13（土）新春チャリティーダンスパーティー 18:00～21:00 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】草木染めあかね会　（～15日） 

１・12（金）ことぶき大学新春お茶会 9:30～12:00 

　　15（月）刺し子講座　　　　　    13:00～15:30 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９ 

【サロン展】絵手紙の会（4日～31日） 

１・10（水）昔のおやつ作り教室　    13:30～15:30 

　　13（土）ちびっこチャレンジクラブ 10:00～11:45 

　　18（木）韓国の家庭料理講座　    10:00～13:00 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

１・９（火）スマイルボウリング教室  10:00～12:00 

　　12（金）わんぱくクラブ(雪であそぼう)10:00～14:00 

　　13（土）青少年育成市民会議　　  13:00～16:00 

　　　　　　ちびっこチャレンジクラブ 9:00～12:00 

　　17（水）新春交流会　　　　　　   17:00～19:30 

 

 

１・５（金）市教育講演会 13:20～ 

　　11（木）映画｢硫黄島からの手紙｣ ①14:30②18:30 

 大人1300円(当日1500円)　学生1000円(当日1200円) 

 小中学生800円(当日1000円)　シニア1000円均一 

　　19（金）新春講演会「K2の空を目指して」 17:00～ 

　　20（土）おはなしでてこい 14:00～ 

 

  

１・４（木）北秋田市消防出初め式式典 合川体育館 

　　14（日）新春社会人バスケットボール大会 合川体育館 

　　21（日）第２回北秋田市卓球大会 鷹巣体育館 

㈰刺し子講座
日　時　１月15日（月）　13：00～15：30(第１回目) 

　　　　１月～３月までの全６回開催 

場　所　合川農村環境改善センター　婦人研修室 

講　師　菊地洋子さん　材料費1,000円(初回分として) 

㈪布ぞうり講座 
日　時　１月19日（金）　10：00～15：00　　　 

場　所　合川農村環境改善センター　婦人研修室 

講　師　高橋キヨ子さん　材料費500円 

定　員　12名（定員になり次第締め切ります） 

締め切り　①１月９日（火）②１月12日（金） 

◎申し込み・お問い合わせ　 

　　　合川公民館  �７８－２１１４　Fax７８－２１０６ 

㈫韓国の家庭料理講座 
日　時 １月18日（木）　10：00～13：00 

場　所　森吉コミュニティセンター　　調理実習室 

講　師　文　本　照　子 さん 

内　容　チヂミ(韓国のお好み焼き)・キムチチゲ(鍋料理)ほか 

材料費　１人　１,０００円程度 

持　参　エプロン、三角巾、筆記用具 

定　員　15名（定員になり次第締め切ります） 

㈬エコクラフト「手さげカゴ」講座 
日　時　１月30日（火）・31日（水）の２日間 

　　　　９：30～15：00 

場　所　森吉コミュニティセンター　創作室 

講　師　菅原知明さん　材料費　１,０００円 

定　員　15名（定員になり次第締め切ります） 

持　参　昼食、木工用ボンド、はさみ、ものさし、洗濯はさみ20ヶ 

その他　２日間かけて１つの｢手さげカゴ｣を作ります

申し込み　③１月15日（月）④１月18日（木）まで 

◎お問い合わせ　森吉コミュニティセンター 

　　　         　　�７２－３２５９　　FAX７２－３３７４ 

テニス（硬式）教室 
開催日時　１月15日～３月26日の間　10回 

　毎週月曜日　19：00～21：00（２月12日を除く） 

対 象 者　初心者及び初級者　参加料　1,000円 

◎申し込み・お問い合わせ　　北秋田テニスクラブ 

　　　事務局(市役所内)三澤忠博　  　 �６２－１１１６ 

　　　鷹巣体育館 　　　　　　　  　�６２－３８００ 

お知らせ 

新春スマイルボウリング教室
日　時　１月９日（火）　10：00～ 

場　所　阿仁ふるさと文化センター 

持　参　内履き等　参加対象　阿仁地区在住の小学生

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　阿仁公民館　 �８２－２２２０ 

アルペンスキー(公認インストラクターつき)無料教室 
日　時　１月６～９日、11～14日、20～21日　 

　　　　10：00～15：00 

場　所　阿仁スキー場　定員　20名先着順 

対　象　小学生１年～６年（初心者～上級者まで） 

費　用　リフト１日　１,０００円（保険料含む） 

　　　　※通年券のある方は不要 

申し込み　各実施日の３日前まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　ＮＰＯ法人冒険の鍵クーン　　  �７２－３１６８ 

スキー無料講習会　初心者大歓迎！ 
　バッジテストも行いますのでお問い合わせください。 

実施日  １回目１月20日～21日、２回目３月10日～11日 

場　所　森吉山阿仁スキー場　 

集合場所　駅舎内ホール　集合時間  ９：30 

対　象　中学生以上　　募集人数　先着20人（各日） 

申し込み　１回目１月17日(水)　２回目３月７日(水)まで 

※ただし、定員に満たない場合は当日まで可 

◎申し込み・お問い合わせ 

      阿仁支所観光振興課  上  杉　 �８２－２１１７ 

「子どもたちの健全な育成」研修会 
　現実的緊急な課題「いじめ」「虐待」についての講

話です。 

日　時　１月21日（日）10：00～12：00 

会　場　合川農村環境改善センター 

講　話　「みんなの子宝は　いま！」 

　　　　講師　秋山　肇（青少年育成秋田県民会議会長） 

◎お問い合わせ　　合川公民館　 �７８－２１１４ 

市教育講演会開催

｢問題行動に対する地域における行動連携推進事業｣ 

日　時　１月５日（金）13：20～14：40 

場　所　市文化会館 

演　題　｢子どもたちを支えるために大人ができること｣ 

　　　　講師　CAPあきた 

参加者　幼児児童生徒保護者、市立小・中学校教職

員、行動連携事業関係者等※一般の方も聴講できます 

申し込み　聴講される方は義務教育課へ連絡ください 

◎お問い合わせ 

　　　教育委員会義務教育課　　　�６２－６６１７ 

新　春
講演会

日　時　１月19日（金）　17：00 

会　場　市文化会館　※整理券をお渡しします 

◎お問い合わせ　鷹巣山岳会(伊東)　�６３－１３９０ 

演題『Ｋ２の空を目指して』

講師　登山家　小松由佳さん

Ｋ２世界第２の高峰　日本人女性初登頂

秋田県議会議員一般選挙　啓発標語大募集 ～あなたが作った標語が看板やＴＶＣＭなどで使われます～ 

　応募は１人１点で県内在住の方であれば年齢は問いません。官製ハガキかメールでご応募ください。標語

の他、住所・氏名(ふりがな)・年齢・電話番号を記入してください。　募集期限は１月10日（水）までです。 

◎お問い合わせ　〒010-8540　秋田市山王4-1-1　県選挙管理委員会事務局　�018-860-1145　E-Mail  senkan@pref.akita.lg.jp
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合 川 商 工 会   
合 川 精 密 株 式 会 社  
愛 生 園  

10:00～11:50 
12:00～13:00 
14:00～16:00

１月10日（水）全血 

鷹 巣 農 林 高 校  
埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー  
北 秋 田 市 消 防 本 部  

10:00～12:00 
13:00～14:30 
15:00～16:00

１月24日（水）全血 

北 秋 田 市 役 所  
〃 

10:00～12:00  
13 :00～16:00

１月29日（月）成分 ※成分献血は原則予約制です 

12月１日～15日届出分 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

畠 山 　 和  

庭 野 　 環  

のどか 

たまき 

 

　さん 

　さん 

前 野   

新 潟 県  
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　　　　祝福します 
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松 尾 　 操   
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（午後６：３０～９：００） 
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1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

曜 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

電話番号 

62－1455 

62－1455 

72－4501 

62－1267 

62－1155 

62－1455 

63－0515 

69－5300 

62－2261 

62－1400 

63－2700 

62－1455 

60－1055 

62－1146 

63－0105 

62－1420

医 療 機 関 名  

北 秋 中 央 病 院  

北 秋 中 央 病 院  

公立米内沢総合病院 

と し ま 医 院  

近 藤 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

毛利整形外科クリニック 

津 谷 内 科  

石川耳鼻咽喉科医院 

たむら内科クリニック 

北 秋 中 央 病 院  

う え だ クリニック  

奈 良 医 院  

佐々木産婦人科医院 

佐藤外科消化器科医院 

人のうごき 

おくやみ申し上げます 

今月の休館日  

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　　　  �７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００ 

ひまわりの家　　　　　　　  �７８－４０２５ 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣  �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉  �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

１、２、３、８、１０、１７、２１、２４、３１日 

１、２、３、７、８、１３、１４、２０、２１、２７、２８日 

１、２、９、１５、２２、２９日 

　農業委員会では、農家の皆さんに農業委員選挙人名

簿作成のための申請書を郵送で配布します。 

　対象となる方は、平成19年１月１日現在、北秋田市

に住所を有し、年齢満20歳以上の方で、10アール以上

の農地につき耕作の業務を営む方。また、その同居の

親族か配偶者の方で、年間おおむね60日以上耕作に従

事している方が対象です。 

　申請書は１月10日までに記入し、農業委員会あて返

送くださるようお願いいたします。 

　また、現在各地域で集落営農組織づくりに向けた取

り組みが行われておりますが、これに使われる「耕作

証明書」の発行に混雑が予想されます。取り組みされ

ている地域にお住まいの農家の皆さんは、早めの申請

をお願いいたします｡ 

◎お問い合わせ　農業委員会事務局　  �６２－６６０９ 

 

　運転免許証の更新は、住所地を管轄する警察署等で行

われていましたが、秋田県内に住所のある方は、秋田市

以外の全警察署等で更新ができるようになりました。 

例：住所地が北秋田市で、勤務地が大館市の方が大館

　　署で更新→大館署で更新時講習・免許交付 

◎お問い合わせ　運転免許センター　�018-824-3738

お知らせ 

　 

運転免許証の更新が最寄りの警察署等でもできます

北秋田警察署からのお知らせ ◎お問い合わせ　北秋田警察署　�６２－１２４５ 

規制区間　市米内沢字林の腰地内｢森吉薬局前交差点｣から

　　　　　市米内沢字黒沢地内｢黒沢交差点｣の間の市道 

　　　　　約９００ｍ 

規制時間　終日 

規制理由　米内沢バイパス開通に伴い一部狭い区間のある

　　　　　生活道路に大型貨物車等の流入を防止するため。

　　　　　なお、普通自動車や大型バスはこれまでどおり

　　　　　通行できます。 

迂 回 路　従来どおりＲ１０５とＲ２８５ 

大型貨物自動車等の交通規制　

→ → →
 →
 →

 

→ 

米内沢病院 

森吉薬局 

ＪＡ北央 

音楽館 
森吉コミセン 

郵便局 

森吉薬局 
交 差 点 

Ｒ105 
至米内沢 
バイパス 

至上小阿仁村 

Ｒ285 
黒沢交差点 大型貨物・大型特殊車通行禁止区間 

農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の
提出と耕作証明書の申請についてのお願い

お知らせ 
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成田美喜雄  

小 前 清 美   

今野順之助  

照 内 亀 雄   

佐 藤 ミ サ   

齊 藤 春 三   

村 上 孝 一   

小 塚 吉 郎   

長岐マツヱ  

成 田 義 春   

長岐良一郎  

 

田 村 米 藏   

野 呂 幸 雄   

齋藤フツヱ  

疋 田 イ サ   

木村千代之助  

神成重太郎  

藤本キヨノ  

吉 田 チ ヤ   

魚 住 常 雄   

佐 藤 敏 宣   

佐藤竹次郎  

田 口 憲 行  
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鷹巣大町  

前 山    

松 葉 町    

太 田    

吉 ヶ 沢  

太 田  

西 上 綱  

堂 ヶ 岱  

七日市本郷 

高 野 尻  

七日市本郷 

 

岩 坂  

坊沢緑ヶ丘 

新 田 目  

上 杉  

新 丁  

浦 田  

上 羽 立  

前田駅前 

阿仁水無 

阿仁水無 

阿仁水無 

阿仁銀山 

よねぞう 

ゆ き お  

 

 

ち よ の す け  

じゅうたろう 

 　　　　 

 　　　　 

つ ね お  

としのぶ 

たけじろう 

のりゆき 

税 の納期限 

１月31日まで 

市 県 民 税 第４期 
国 民 健 康 保 険 第７期 

～平成18年12月から次の区間は大型貨物自動車と 

　　　　　大型特殊自動車が通行止めになりました～ 

 

新春交流会開催

たかのす あいかわ 阿仁森吉 

１月11日(木) 

16：00～ 

中央公民館 サンシャインあいかわ 阿仁ふるさと文化センター 

2,500円 4,000円 3,000円 

１月12日(金) 

16：00～ 

１月17日(水) 

17：00～ 

－ 
商工会女性部 
�62-1850

１月９日まで 
 
合川支所  �78-2100 
JAあきた北央  �60-4111 
商工会　  �78-2346

１月10日まで 
市森吉支所　�72-3111 
市阿仁支所　�82-2111 
阿仁森吉商工会 
　　　　　�72-3149  
同阿仁支所　�82-2206

地区・日時・場所・会費 

申込み期限・お問い合わせ 

　各地区恒例の新春交流会が開催されます。各界の

方々との交流により新年が佳き年になりますよう多数

ご参加くださいますようご案内します。 

市では非常勤一般職員を募集します
業務内容　保育業務 

勤 務 先　あいかわ保育園 

雇用期間　１月12日（予定）～３月31日 

勤務時間　８：30～15：15（早番、遅番有） 

報 酬 額　日給４,７００円 

募集人数　１人 

応募資格　保育士免許を有すること 

応募方法　履歴書を持参のうえ、あいかわ保育園まで 

応募締切　１月10日（水）17：00 

◎お問い合わせ　あいかわ保育園　�78－9030 

　　　　　　　　または市職員課　�62－6602



 阿仁スキー場　北秋田市民優待プラン阿仁スキー場　北秋田市民優待プラン

おとな 

こども・シニア 

おとな 

こども 

１日券 

１日券 

ゴンドラ
往復 

 

平　日 

２，８００円 

１，８００円 

 

土休日 

３，３００円 

２，３００円 

正規料金  
券種  区分  利用期間  

 ３月25日まで 

１，５００円 

７５０円 

樹氷まつり 

１/13～３/４ 

◆リフト・ゴンドラ優待料金 

 

平　日 

２，０００円 

１，２００円 

優待料金  

１，２００円 

６００円 

 

土休日 

２，５００円 

１，７００円 

　※こども料金は小学生、シニア料金は60歳以上。(身分証明書が必要です) 
◆ご利用方法 
　スキー場事務所にて「氏名・電話番号」を記入していただきます。 
　※お申し出のない場合は料金の適用になりません。 
◆お問い合わせ　　阿仁スキー場　�８２－３３１１ 

第１回北秋田市民スキー大会
日時：１月２８日(日)
　　　開会式　８：50〜９：15

場所：市営薬師山スキー場

第１回北秋田市民スキー大会

【小学生・中学生の部】大回転／距離 
【一般男子の部】 
☆青　　年（高校生～３０歳）  大回転／距離＜２㎞＞  　 
☆成　　年（３１歳～４０歳）  大回転／距離＜１㎞＞　 
☆壮年１部（４１歳～５０歳）  大回転／距離＜１㎞＞ 
☆壮年２部（５１歳～６０歳）  大回転／距離＜１㎞＞ 
☆壮年３部（６１歳～　　　）  大回転／距離＜１㎞＞ 
【一般女子の部】   
☆１部（高校生～３０歳）☆２部（３１歳～４０歳）☆壮年３部（４１歳～) 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  大回転／距離＜１㎞＞ 
【スノーボードの部】　男女（年齢制限なし） 
【リレー】 
☆小学生学校対抗男子・女子リレー　（２㎞×４名／３名）   
☆地区対抗リレー  （１㎞×５名） 
＜小学生男女各１名（リレー選手を除く）・一般３名＞　　　
※地区別リレーについては、学区別のチームにて編成してください。 
☆歩くスキー：競技種目出場選手以外の子供から大人まで、誰
でも参加できます。（約０.５㎞） 
☆高校生・一般の方の参加申し込みは直接鷹巣体育館へ申し込
み下さい。 
申し込み期日　１月１７日（水）正午まで 
◎申し込み・お問い合わせ　　鷹巣体育館　　 �６２－３８００ 

男 女 

営業期間＝2006/12/14〜2007/3/25営業期間＝2006/12/14〜2007/3/25
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秋北新聞
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